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<コメント>

予選開始前に雨雲が・・・。結構、雨が降ったので路面はフルＷＥＴになってしまいました。

茂木でのコメントを参考に岡山のテストでは少しスイングアームの対地角を付けていく方向でスタート。

トラクション不足は解消する方向でしたが、フロントに掛かる荷重が増えてしまいフロントのバネレートを上げて解決。

今回はタイヤによって車体のセッティングが変わる量が大きかったので少し手間取ってしまいました。

しかし、今回はタイヤが安定しないために、テストでは使用していないタイヤで予選することになりました。
土曜日になり、もう予選です。今回もノックアウト方式です。時間が限られているため、セッション中の仕様変更はアジャスト程度しか出来ません。
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今回の舞台は岡山国際サーキット。

久しぶりのスズキ車、昨年の最終戦以来のスプリントレース、少ない走行時間の中、この結果は上出来です。

レーシングサプライ

日曜日の朝フリーで決勝を見越してのタイヤで走行。いい評価が無かったので、結局、安定しないが使用したことのあるタイヤで決勝へ。
結構柔らかめのタイヤでＱ３コースイン。難しい路面コンディションの中１１番手を獲得しました。

岡山事前テストの前に、もてぎの事前テストがあり、そこから今野選手には乗ってもらいました。

Ｑ１はレインタイヤでスタート。雨は止んできたのでそのうちにドライ路面になりそうです。しかし、Ｑ２開始ではまだＷＥＴ～ハーフウェット。
微妙でしたがレインタイヤでコースイン。今野選手のがんばりで何とか12位でＱ３に進出。Ｑ３はウェットパッチが残るもののほぼドライ路面。

マシンはＳＵＧＯ決勝を走行した仕様からスタート。コメントは民辻選手が問題にしていたところと同様です。
コーナー立ち上がりのトラクション感不足、細かいコーナーでは特に感じるようです。

しかし、次戦以降はもっと上位を目指しますので、皆様、今野由寛選手に応援宜しくお願いします。

レーシングサプライのある千葉県からは日本で２番目に遠いサーキットです。

今回の目標は、昨年と仕様の違う車両での昨年度タイムの更新と、最終戦鈴鹿エントリーに必要なポイントを取りに行くことです。

決勝レースがスタート。一周目は９位。一時８位まで上がりましたが、抜かれてしまい単独の９位でフィニッシュ。

今回から残り三戦は今野由寛選手が乗ります。昨年一年間共に戦ってきたライダーです。

畑中　健太郎

近隣には温泉地もあり、山の幸が美味しいところでもあります。

迎えたレースウィーク。事前テストの内容を反映させて仕様を変えていきました。


